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日本マスタートラスト信託銀行株式会社

Ｓ＆Ｐ格付けの格上げについて

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（本社：東京都港区、取締役社長：小山登志雄）

は、本日付でスタンダード＆プアーズ社から取得しておりますカウンターパーティ格付

けが引上げとなりました。新しい格付けは以下の通りです。

長期カウンターパーティ格付け 「Ａ」 （「Ａ－」から引上げ） 

短期カウンターパーティ格付け 「Ａ-１」 （「Ａ-２」から引上げ） 

長期格付けのアウトルック     「安定的」 （変わらず） 

    銀行基礎信用力格付け          ｢Ｂ｣       (変わらず) 

  今回の格付けの引上げは、日本マスタートラスト信託銀行および三菱ＵＦＪ信託銀行を

はじめとする株主の顧客基盤の優位性、資産管理業務における日本マスタートラスト信

託銀行のプレゼンスの高まりが評価されたものです。

 日本マスタートラスト信託銀行は、平成 18 年 9 月末現在で国内外の有価証券を中心に

約 170兆円の資産を管理する資産管理専門銀行です。証券決済制度改革が進展するなか、

わが国における資産管理の「ナショナル・インフラ」として、お客様の高度化・多様化

するニーズにお応えし、最高品質のサービスの提供に努めて参ります。 

以 上

本件に関する問合わせ先：

日本マスタートラスト信託銀行株式会社  総合企画部
tel：03-5403-5066、fax: 03-5403-5098 


